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ひとりで悩まず
わたしたちにご相談ください

カトリック新潟教区
セクシャル・ハラスメント相談窓口

司祭・修道者による未成年者性虐待と
セクシャル・ハラスメントについての

窓口です

TEL 080−8912−8758
受付 毎週火曜日　13：00〜14：00

（除く祝祭日）

会
共
同
体
で
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
、
宣

教
司
牧
方
針
に
つ
い
て
の
分
か
ち
合
い
の

結
果
を
教
区
事
務
局
で
受
け
取
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
工
夫
し
て
分
か
ち

合
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
3
月
27
日
に
司
祭
評
議
会

で
、
ま
た
4
月
29
日
に
は
宣
教
司
牧
評
議

会
で
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

皆
様
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
い
た
質
問

は
、
新
潟
教
区
が
抱
え
て
い
る
課
題
、
例

え
ば
信
徒
数
が
減
り
、
高
齢
化
が
進
み
、

司
祭
が
減
り
、
海
外
出
身
の
信
徒
が
増

え
、
社
会
が
変
化
し
て
日
曜
日
に
教
会
に

来
ら
れ
な
い
信
徒
が
増
え
る
中
で
、
わ
た

し
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
共
同
体
と
し
て
歩

む
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
は
、
様
々
な
取

り
組
み
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
ち
り
ば
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
意
見
は
、
互
い

に
学
び
合
う
た
め
の
資
料
と
し
て
宣
教
司

牧
方
針
や
そ
の
他
の
場
で
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
読
ん
で
改
め
て

感
じ
る
の
は
、
現
勢
報
告
の
数
字
か
ら
見

え
る
、
信
徒
数
や
司
祭
、
修
道
者
数
の
減

少
の
裏
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
信
仰
生
活

が
あ
り
、
思
い
が
あ
り
、
希
望
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
大
切
な
の

は
、
社
会
も
、
新
潟
教
区
の
共
同
体
も
急

激
に
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

共
同
体
の
認
識
や
活
動
の
あ
り
方
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

復
活
節
の
間
、
わ
た
し
た
ち
は
ミ
サ
の

第
一
朗
読
で
使
徒
言
行
録
を
読
ん
で
き
ま

し
た
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
話
す
キ
リ
ス
ト
者

が
ギ
リ
シ
ャ
語
を
話
す
ユ
ダ
ヤ
人
や
異
邦

人
に
出
会
い
、
主
の
死
と
復
活
を
告
げ
知

ら
せ
ま
す
。
こ
う
し
て
教
会
に
は
様
々
な

違
っ
た
背
景
を
持
っ
た
人
々
が
加
わ
り
、

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
注

意
し
た
い
の
は
、
教
会
は
キ
リ
ス
ト
の
死

と
復
活
を
祝
う
こ
と
、
互
い
に
愛
し
合
う

こ
と
、
弱
い
立
場
に
い
る
人
々
を
大
切
に

す
る
こ
と
と
い
っ
た
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え

の
根
幹
に
つ
い
て
は
ず
っ
と
変
わ
る
こ
と

な
く
守
り
、
文
化
や
言
葉
、
習
慣
な
ど
に

つ
い
て
は
柔
軟
に
変
化
さ
せ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
15
章
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
使

徒
会
議
で
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
話
す
使
徒

た
ち
の
習
慣
で
あ
っ
た
割
礼
を
異
邦
人
に

強
要
し
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

福
音
宣
教
を
始
め
た
グ
ル
ー
プ
が
、
新
し

く
教
会
に
入
っ
た
人
々
の
や
り
方
に
合
わ

せ
た
の
で
す
。
教
会
は
そ
う
し
て

2
0
0
0
年
の
間
、
教
え
の
中
心
を
守
り

な
が
ら
、
世
界
中
に
広
が
っ
て
変
化
を
続

け
て
い
る
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
、
新
潟

教
区
に
お
け
る
共
同
体
は
今
起
こ
っ
て
い

る
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
ま

こ
の
教
区
報
で
、
2
0
2
2
年
度
の
現

勢
報
告
と
決
算
報
告
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
一
年
も
、
わ
た
し
た
ち
が
と
も

に
教
会
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
神
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
教
区
の
す
べ
て
の
信
者
、
教
育
や
福

祉
施
設
の
皆
様
の
参
加
、
取
り
組
み
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
も
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

影
響
を
受
け
、
様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
勢

に
関
し
て
言
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
る

前
か
ら
す
で
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
信
者
の
人
数
は
、
2
0
１
７
年

か
ら
ほ
ぼ
毎
年
約
１
0
0
人
ず
つ
減
り
続

け
て
い
ま
す
。
2
0
2
１
年
度
は
６
８
９

４
人
で
し
た
が
、
2
0
2
2
年
度
は
６
７

５
2
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
報

告
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
信
徒
台
帳
を

起
こ
し
て
い
な
い
海
外
出
身
の
信
徒
は
多

く
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
信
徒
が
こ
こ

数
年
で
急
増
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の

通
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
各
教
会
や
奉
献
生
活
者
の

と
も
に
変
化
す
る
教
会

と
も
に
変
化
す
る
教
会

新
潟
教
区
司
教

　パ
ウ
ロ

　成

　井

　大

　介

■ 

司 

祭 

人 

事

�

（
　
）
内
は
こ
れ
ま
で
の
任
務
等

４
月
１
日
付

《
秋
田
地
区
》

▼�

土
崎
教
会
・
本
荘
教
会
　
主
任
　
イ

グ
ナ
シ
ウ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ヌ

ス
・
バ
サ
師
（
名
古
屋
教
区
、
平
針

教
会
主
任
）
＝
神
言
修
道
会

▼�

土
崎
教
会
・
本
荘
教
会
　
助
任
　
新

立
大
輔
師
（
土
崎
教
会
・
本
荘
教
会
　

主
任
）
＝
神
言
修
道
会

▼�

土
崎
教
会
協
力
司
祭
の
任
を
解
く
　

桃
田
清
明
師
＝
神
言
修
道
会

５
月
１
日
付

《
新
潟
地
区
》

▼�

新
潟
教
会
協
力
司
祭
　
ト
ゥ
・
ダ

ン
・
フ
ッ
ク
師
（
海
外
研
修
）
＝
神

言
修
道
会

す
か
？
今
年
出
さ
れ
る
宣
教
司
牧
方
針

は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
問
い
か

け
る
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
昨
年
の
決
算
で
は
司
祭
人
件
費

の
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
背
景
に
つ
い
て
は
教
区
事
務
局
長
の
報

告
を
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
教
区
経
済
問
題

諮
問
委
員
会
に
諮
り
対
応
し
て
い
き
ま
す

が
、
教
会
が
交
わ
り
の
う
ち
に
活
動
を
続

け
て
い
く
た
め
に
、
司
祭
を
祈
り
と
献
金

に
よ
っ
て
霊
的
、
経
済
的
に
支
え
る
の

は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
要
素

で
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
互
い
に
協
力
し
、
歩
み

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

連
載
「
平
和
を
実
現
す
る
人
々
の
幸
い
」

は
、
都
合
に
よ
り
本
号
の
掲
載
を
お
休
み
い

た
し
ま
す
。
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新
潟
教
区

二
〇
二
二
年
度

　決
算
報
告

二
〇
二
二
年
度
の
「
小
教
区
一
般
会
計
」
と
「
教
区
本

部
会
計
」
の
決
算
が
宗
教
法
人
責
任
役
員
会
、
顧
問
会
、

司
祭
評
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

小
教
区
会
計
の
収
支
状
況

小
教
区
の
一
般
会
計
は
収
入
合
計
か
ら
支
出
合
計
を
差

引
い
た
収
支
差
額
が
2
８
３
万
円
の
赤
字
で
、
前
年
度
の

３
１
0
万
円
の
黒
字
か
ら
赤
字
に
転
落
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
経
常
収
支
の
黒
字
が
2
３
１
万
円
縮
小
し
、
財
務
収
支

の
赤
字
が
３
６
１
万
円
拡
大
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
経

常
収
入
の
献
金
収
入
が
前
年
度
比
４
９
８
万
円
減
少
し
て

お
り
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
経
常
収
支
が
赤
字
の
小
教
区
は
19
教
会
と
前
年
度
の
11

教
会
か
ら
増
加
し
て
お
り
、
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

教
区
本
部
会
計
の
収
支
状
況

一
般
会
計
で
処
理
し
て
い
る
司
祭
人
件
費
等
の
収
支
額

が
現
行
の
司
祭
給
与
制
度
で
は
じ
め
て
赤
字
と
な
り
、
特

別
会
計
の
司
祭
基
金
か
ら
一
般
会
計
に
不
足
分
を
振
替
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
小
教
区
か
ら
の
司
祭
活
動
負
担
金
と
司

祭
か
ら
の
寄
付
金
の
合
計
で
は
司
祭
の
人
件
費
等
が
賄
え

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
も
赤
字
の
見
通
し
で

あ
り
教
区
全
体
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
粒
会

収
支
額
は
岡
司
祭
の
神
学
校
卒
業
に
よ
り
黒
字
に
な
り
、

剰
余
金
は
特
別
会
計
の
一
粒
会
に
繰
入
ま
し
た
。
一
般
会

計
の
実
質
収
支
残
高
は
３
0
2
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
山
形
教
会
の
土
地
売
却
代
金
の
一
部
を
教
区
維
持
費

と
し
て
送
金
し
て
頂
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
収
支
は
ほ

ぼ
差
引
き
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
。
次
年
度
は
教
区
活
動
の
再

開
お
よ
び
物
価
の
上
昇
を
考
慮
す
る
と
さ
ら
に
厳
し
い
財
政

運
営
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

「
一
粒
会
会
計
」、「
建
設
共
済
基
金
会
計
」、「
指
定
献
金
・

特
別
献
金
集
計
」
の
決
算
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

2
0
2
３
年
５
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
は
５
類
感
染
症
に

移
行
と
な
り
行
動
制
限
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
教
会
活
動
も
次
第
に
再
開
に
向
か
う
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
す
で
に
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
見
ら
れ
る
維
持

費
・
献
金
の
減
少
傾
向
が
続
け
ば
、
教
会
財
政
は
よ
り
厳

し
く
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
経
済
問
題
諮
問
委
員

会
で
教
区
本
部
・
小
教
区
の
財
政
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
信
徒
の
皆
様
に
も
一
緒
に
考
え
知
恵
を
出

し
合
っ
て
新
潟
教
区
の
財
政
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
教
区
事
務
局
長
　
大
瀧
浩
一
）

2022年度　教区本部一般会計収支決算書
　　　　　　 自．2022年 1 月 1 日～至．2022年12月31日� （金額単位1,000円）

項　　　　　　目 2022年度決算 2021年度決算 前年度増減額
負担金収入 23,683 19,476 4,207
　教区負担金（教区維持費） 12,776 8,853 3,923
　司祭活動負担金 5,752 5,342 410
　一粒会負担金 3,475 3,601 -126
　学校法人 1,680 1,680 0
寄付金収入 20,098 25,604 -5,506
　司祭寄付金 15,169 19,528 -4,359
　一般・特別寄付金　 4,929 6,076 -1,147
献金収入 753 1,089 -336
その他の収入 493 636 -143
　　収入合計 45,027 46,805 -1,778
宗教活動費 4,547 5,821 -1,274
　神学生養成費 2,040 3,951 -1,911
　祭儀費、寄付金　等 2,507 1,870 637
事務運営費 6,379 5,308 1,071
人件費 30,520 27,472 3,048
　司祭・職員給料 25,623 23,473 2,150
　法定福利費 3,211 2,942 269
　その他 1,686 1,057 629
その他の支出 1,487 1,089 398
　　支出合計 42,933 39,690 3,243
　①収支差額 2,094 7,115 -5,021
＜　一般会計に含まれている特別会計　司祭寄付金等と司祭人件費　＞
　司祭寄付金・司祭活動負担金（収入） 20,921 24,870 -3,949
　司祭人件費（含法定福利費）（支出） 23,270 20,610 2,660
　②司祭人件費等収支額 -2,349 4,260 -6,609
＜　一般会計に含まれている特別会計　一粒会負担金と神学生養成費　＞
　一粒会負担金等（収入） 3,525 3,601 -76
　神学生養成費（支出） 2,090 3,936 -1,846
　地区錬成会等補助（支出） 13 16 -3
　③一粒会収支額 1,422 -351 1,773
一般会計実質収支額（①－②－③） 3,021 3,206 -185

2022年度　小教区一般会計収支決算書
　　　　　　自．2022年 1 月 1 日～至．2022年12月31日�（金額単位1,000円）

項　　　　　　目 2022年度決算 2021年度決算 前年度増減額
献金収入 71,225 76,206 -4,981
　教会維持費収入 37,475 39,453 -1,978
　ミサ献金収入 17,398 17,988 -590
　一般・臨時献金収入 6,377 9,329 -2,952
　祭儀献金収入 5,297 4,834 463
　司祭活動献金収入 4,678 4,602 76
指定献金収入 3,929 4,112 -183
一粒会献金収入 3,359 3,447 -88
寄付金収入 20,112 20,596 -484
事業収入 453 471 -18
その他の経常収入 1,859 2,949 -1,090
　　経常収入計 100,937 107,781 -6,844
財務収入 61,712 47,838 13,874
　　収入合計 162,649 155,619 7,030
宗教活動費 39,716 41,693 -1,977
指定献金支出 3,980 4,078 -98
一粒会献金支出 3,478 3,545 -67
事務運営費 30,743 30,608 135
人件費 2,505 1,960 545
維持管理費 14,707 17,637 -2,930
事業支出  68  79 -11
その他の経常支出 372 494 -122
　　経常支出計 95,569 100,094 -4,525
財務支出 69,910 52,425 17,485
　　支出合計 165,479 152,519 12,960
　収支差額 -2,830 3,100 -5,930
次期繰越金 98,215 101,045 -2,830

特別会計次期繰越金 2022年度決算 2021年度決算 前年度増減額
　建設・補修等積立金 244,823 268,011 -23,188
　その他の積立金 68,416 71,198 -2,782
　　繰越金総合計 411,454 440,254 -28,800

2022年度　一粒会会計収支状況� （金額単位1,000円）
項　　　　目 2022年度 2021年度

前年度繰越残高  47,145 47,105 
　　一粒会費収入額 3,475� 3,601�
　　岡助祭叙階式お祝い金 �50 - 
　　収入額計　①  3,525 3,601 
　　神学生養成費 2,090� 3,936�
　　錬成会等補助 �13 16�
　　支出額計　②  2,103 3,952 
　収支残高　①-② 1,422 -351 
宣教地召命促進の日献金教区組入額  182 225 
資金運用利息  168 165 
次年度繰越残高残高  48,917 47,144 

2022年度　指定献金・特別献金集計表� （金額単位1,000円）
項　　　　目 �2022年度� �2021年度�

�世界こども助け合いの日献金 �606� �789�
�教区青少年の日献金 �196� �264�
�聖地のための献金 �183� �190�
�四旬節愛の献金 �1,137� �1,357�
�世界広報の日献金 �286� �224�
�聖ペトロ使徒座への献金 �266� �300�
�世界難民移住移動者の日献金 �290� �329�
�世界宣教の日献金 �247� �276�
�宣教地召命促進の日献金 �282� �325�

合　　　　計  3,493  4,054 
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便

り

� 2022年度

教　会　名 信徒数 洗　礼 堅　信
　　　　　注1

結　婚
　

入信
志願者幼　児 成　人

1 新　　潟 564� 2� 1� 4� 2�
2 花　　園 211�
3 青　　山 246� 2� 1�
4 寺　　尾 153� 1�
5 鳥�屋�野 66�
6 亀　　田 72� 1�
7 白　　根 15�
8 佐　　渡 62�

新潟地区計 1,389  2  4  1  5  2 
11 新発田（村上） 272� 1� 3�
12 新津（村松） 147�
15 加　　茂 42�
16 三　　条 132� 1� 2�
17 見　　附 136�
18 栃　　尾 18�

新発田地区計 747  2  -  -  2  3 
21 長　　岡 381� 3� 1� 3� 1�
23 柏　　崎 373� 2� 1�
24 直�江�津 130�
25 糸�魚�川 166� 1�
26 十�日�町 120�
27 高田（妙高） 813� 5� 2� 2� 1� 1�

長岡地区計 1,983  10  3  2  5  3 
新潟県合計 4,119  14  7  3  12  8 

31 山形（新庄） 585� 1� 1� 1� 1�
32 酒　　田 42�
33 米沢（長井） 127� 1� 2�
34 鶴　　岡 190� 1�

山形地区計 944  1  2  1  1  3 
41 注2　秋　　田 1,004� 4� 5�
42 土　　崎 278� 1�
43 鹿　　角 21�
44 大　　館 68� 1�
45 横手（上宿） 176� 1�
46 能　　代 20�
47 本　　荘 46�

秋田地区計 1,613  1  5  -  1  5 
新潟教区計 6,676  16  14  4  14  16 
教役者･信徒
信者総数 6,752 ･･･教役者数76名＋一般信徒6,676名

注 1．結婚：信者同士、信者と他キリ、信者と非キリのみ。
注 2．秋田教会には、聖体奉仕会シスターの人数（16名）が含まれています。

聖職者数 76 　←司祭29、シスター47（修道会・在俗会）

（2022年12月31日現在）
1．概　　　　　　　　要

� （教区人口比：0.164％）
面　　積 �  33,544.63㎢� 信者総数 �  6,752人
人　　口 �  4,110,736人� 求道者 �  16人

2．人　　員　　構　　成
司　　教 �  1人� 聖霊奉侍布教修道女会 邦　人 �  3人
教区司祭 邦　人 �  13人� 　　　　　　　　 外国人 �  1人
　　　　 外国人 �  1人� 聖心の布教姉妹会 邦　人 �  26人
神言会員 邦　人 �  3人� オタワ愛徳修道女会 邦　人 �  3人
　　　　 外国人 �  7人� 聖クララ会　　　 邦　人 �  9人
フランシスコ会員 邦　人 �  1人� 聖マリア在俗会　 邦　人 �  5人
イエズス・マリアの聖心会員� � 聖体奉仕会　　　 邦　人 �  16人
　　　　 外国人 �  2人
他教区から派遣司祭 外国人 �  1人
教区神学生 �  0人

3．事　業（2022年より認定こども園対応）
小教区教会 �  30� 教育事業（幼稚園を除く）
分教会・巡回教会 �  5� 　女子中学校 � �  1校
集会所 �  2� 　　生徒数 � �  62人
女子修道院（在俗会含む） �  6� 　女子高等学校 � �  2校
� � 　　生徒数 � �  591人
社会福祉事業� � 　短期大学（女子短大 1、短大 1） �  2校
　老人ホーム �  5施設� 　　学生数 � �  477人
　　宿泊を伴う利用者数 �  252人�
　その他の老人福祉事業 �  9施設� 子ども福祉・教育事業
　　宿泊を伴う利用者数 �  98人� 　保育所 � �  4施設
　　宿泊を伴わない年間のべ利用者数 �  28,401人� 　　園児数 � �  247人
　その他の福祉事業 �  6施設� 　幼稚園 � �  5施設
　　宿泊を伴う利用者数 �  92人� 　　園児数 � �  328人
� � 　認定こども園 � �  22施設
� � 　　園児数 � �  1,289人
� � 　その他の児童福祉事業 �  10施設
� � 　　宿泊を伴う利用者数 �  604人
� � 　　宿泊を伴わない利用者数 �  3,485人

4．移　　　　　　　　動
� 転入� � 転出� �死亡 �  72人
教区内 �  11人 �  �  10人
教区外 �  7人 �  �  19人
その他 �  15人 �  �  57人

新　潟　司　教　区　統　計

2022年度　建設・共済基金収支決算書
自．2022年 1 月 1 日～至．2022年12月31日

� （金額単位1,000円）
支　　出　　の　　部 収　　入　　の　　部

科　　　目 2022年度決算 2021年度決算 科　　　目 2022年度決算 2021年度決算
会議費  -  - 小教区負担金 �1,578� 1,601
旅費交通費  -  - 貸付金利息 �218� 243
事務委託費 �150� 150 受取利息 �3� 2
支払手数料 �1� 1 配当・分配金 �438� 438

経 常 支 出 計 �151� 151 経 常 収 入 計 �2,237� 2,284
当 期 末 貸 付 金 残 高 �71,743� 79,693 前 期 末 貸 付 金 残 高 �79,693� 87,643
当 期 末 現 金 預 金 残 高 �123,493� 113,457 前 期 末 現 金 預 金 残 高 �113,457� 103,374
合 計 �195,387� 193,301 合 計 �195,387� 193,301

長岡地区

2
0
2
３
年
2
月
25
日
に
柏
崎

教
会
で
信
徒
養
成
講
座
が
あ
り
ま

し
た
。
講
師
は
、
北
関
東
医
療
相

談
会
で
活
動
さ
れ
て
い
る
長
澤
正

隆
助
祭
「
す
べ
て
の
命
（
健
康
）

を
ま
も
る
た
め
に
」
の
演
題
で
映

像
と
一
緒
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

北
関
東
相
談
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
は
、
仮
放
免
者
の
生
活
の

救
済
、
相
談
支
援
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

①
就
労
を
認
め
て
ほ
し
い

仮
放
免
者
が
、
食
事
・
家
賃
・
医
療
の
確
保
、
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
困
難
な
理
由
は
、
就
労
が
で
き
ず
収
入
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
。

②
国
民
健
康
保
険
な
ど
医
療
保
険
の
加
入
を
認
め
て
ほ
し
い

仮
放
免
者
の
多
く
が
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
原
因
は
、
①

に
加
え
て
仮
放
免
者
は
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
医
療
保
険
に

加
入
で
き
ず
、
全
額
自
己
負
担
の
医
療
費
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
。

③�

無
料
低
額
診
療
事
業
を
行
う
医
療
機
関
へ
の
支
援
・
末
払

補
填
事
業
拡
充
を
行
っ
て
ほ
し
い

仮
放
免
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
医
療
機
関
が
あ
る
が
、
そ

こ
で
生
じ
た
医
療
費
は
原
則
医
療
機
関
負
担
と
な
り
、
医
療

機
関
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

④
生
活
保
護
法
を
適
用
し
て
ほ
し
い

国
は
、
生
活
に
困
窮
し
、
命
や
生
活
の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
仮
放
免
者
に
も
「
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
し

て
生
活
保
護
法
を
適
用
し
て
ほ
し
い
。

後
記
に
な
り
ま
し
た
が
2
0
2
１
年
、
2
0
2
2
年
の
ク

リ
ス
マ
ス
献
金
を
長
岡
地
区
役
員
会
議
で
北
関
東
医
療
相
談

会
に
決
ま
り
送
金
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
後
に
電
話
が
あ

り
丁
寧
な
暖
か
な
言
葉
で
お
礼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

言
葉
の
中
に
、「
高
額
な
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
あ
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
ミ
サ
で
集
ま
る
献
金
が

い
つ
も
の
年
よ
り
少
な
く
心
苦
し
か
っ
た
だ
け
に
「
少
し
は

お
役
に
立
て
た
。」
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
長
澤
助
祭
は
、

「
わ
た
し
は
、
こ
こ
が
ガ
リ
ラ
ヤ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
、

最
後
に
力
強
く
言
わ
れ
た
の
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

長
岡
地
区
信
徒
養
成
講
座
開
催

す
べ
て
の
命
を
ま
も
る
た
め
に

糸
魚
川
教
会

　
　ア
ン
ナ

　齊
藤

　政
子
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新潟地区新
潟
地
区
大
会
は
、
2
0
2
３
年
3
月

11
日
（
土
）
に
新
潟
教
会
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
と
も
に
歩
む

喜
び
」
で
、
参
加
者
は
19
名
で
し
た
。
午

前
9
時
半
か
ら
は
、
新
潟
地
区
信
徒
使
徒

職
協
議
会
の
総
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
午

前
10
時
か
ら
、
敬
和
学
園
大
学
の
教
授
で

あ
る
山
﨑
由
紀
さ
ん
（
東
京
教
区
麹
町
聖

イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
信
徒
）
か
ら
大
会
テ
ー

マ
と
同
じ
タ
イ

ト
ル
で
講
演
頂

き
ま
し
た
。

講
演
は
、
自

己
紹
介
か
ら
始

ま
り
、
山
﨑
さ

ん
が
子
供
の
頃

か
ら
カ
ト
リ
ッ

ク
校
に
通
っ
て

育
ち
、
シ
ス

タ
ー
や
司
祭
と

の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
2
0

0
８
年
に
敬
和
学
園
大
学
に
着
任
し
、
大

学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
で
2
0
１
１

年
の
三
条
水
害
や
2
0
１
2
年
の
気
仙
沼

市
で
の
大
学
生
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
さ
れ
た
こ
と
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
の
新
潟
県
北
水
害
で
は
、
関
川

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
で
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
付
を
担
当
し
、
被
災
地
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
地
図
作
り
に
関
わ
っ
た

こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
被
災
者
は
高
齢
者
が

多
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
が
必
要
だ
っ

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
で
成

井
司
教
様
と
教
会
青
年
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

講
演
会
が
終
了
し
た
後
、
司
教
座
聖
堂

で
派
遣
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
の

地
区
大
会
は
花
園
教
会
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

新
潟
地
区
協
会
事
務
局坂口

　淳

大
会
テ
ー
マ
「
と
も
に
歩
む
喜
び
」

山形地区4
月
23
日
、
山
形
教
会
に
新
潟
教
区
の

岡
神
父
を
お
迎
え
し
、
ミ
サ
を
捧
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
の
5
月
5
日
に
叙

階
さ
れ
た
こ
と
は
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
拝
見
し
て
は
お
り
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
迎
え
す

る
ま
で
に
約
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ミ
サ
終
了
後
に
「
召
命
」
に
つ
い
て
お

話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
叙
階
さ

れ
た
年
齢
も
、
そ
れ
ま
で
の
道
の
り
も
異

色
の
神
父
様
で
し
た
。
故
郷
の
姫
路
を
離

れ
、
東
京
の
山
谷
で
過
ご
し
た
20
年
。
澤

田
和
夫
神
父
と
の
出
会
い
。
修
道
会
へ
の

入
会
。
そ
し
て
司
祭
職
へ
…
。
し
か
し
、

「
司
祭
召
命
が
正
し
か
っ
た
の
か
ど
う
か
、

今
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
が
わ
か
る
の
は

自
分
が
亡
く
な
っ
た
と
き
」。
と
い
う
言

葉
を
聞
き
、
年
齢
や
経
験
で
は
な
く
、
必

要
と
さ
れ
た
と
き
に
「
召
し
出
し
」
の
不

思
議
な
恵
み
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
今

も
自
分
の
弱

さ
や
い
た
な

ら
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
畏

れ
を
抱
き
な

が
ら
ミ
サ
を

捧
げ
て
い
る

こ
と
な
ど
、

あ
り
の
ま
ま

の
ご
自
身
を

お
話
し
い
た

だ
き
、
最
後

に
「
私
た
ち

が
ひ
と
時
で

も
、
イ
エ
ス
様
の
道
具
に
な
れ
た
ら
、
こ

れ
は
名
誉
な
こ
と
」
と
い
う
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
一
人
、
心
惹
か
れ
る

司
祭
を
新
潟
教
区
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
山
形
教
会

小
林

　雅
人

「
イ
エ
ス
様
の
道
具
に
な
る
名
誉
」

新
潟
地
区
信
徒
養
成
講
座
開
催

「
青
年
と
雪
の
聖
母
の
集
い
」

「
青
年
と
雪
の
聖
母
の
集
い
」

2
0
2
2
年
12
月
3
日
・
4
日
に
、

「
青
年
と
雪
の
聖
母
の
集
い
」
を
妙
高
教

会
・
赤
倉
山
荘
に
て
行
い
ま
し
た
。
こ
の

集
い
を
企
画
し
た
理
由
は
、
10
月
23
日
に

行
わ
れ
た
新
潟
教
区
大
会
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
教
区
内
の
つ
な
が
り
・
未
来
の

光
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。
大
会
の
な
か

で
、
青
年
は
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
離

れ
て
い
る
場
所
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
撮
影
し

た
動
画
が
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
て
い

き
、
最
後
に
は
ひ
と
つ
に
な
る
。
素
晴
ら

し
い
動
画
を
見
終
わ
っ
た
あ
と
、
や
は
り

画
面
越
し
で
は
な
く
、
久
し
ぶ
り
に
実
際

に
会
い
た
い
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
現
地
開
催
と
同
時
に
、
遠
方
に

い
な
が
ら
も
交
え
る
よ
う
、「
夕
の
祈

り
」・
成
井
司
教
様
司
式
に
よ
る
「
青
年

の
た
め
の
ミ
サ
」
を
、「
雪
の
聖
母
」
で

あ
る
妙
高
教
会
か
ら
Z
O
O
M
配
信
し
ま

し
た
。
案
内
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
日
本

語
、
英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
で
表
記
し
、
生

ま
れ
た
国
を
越
え
て
交
流
し
ま
し
た
。
と

も
に
分
か
ち
合
い
、
協
力
し
て
食
事
を
作

り
食
べ
、
祈
り
、
歌
っ
て
神
様
を
賛
美
し

ま
し
た
。

ど
こ
に
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に

お
か
れ
て
も
、
同
じ
信
仰
を
も
っ
て
心
か

ら
分
か
ち
合
え
る
仲
間
が
い
る
と
い
う

「
つ
な
が
り
」
は
、
豊
か
な
お
恵
み
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

活
躍
す
る
青
年
を
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
新
潟
教
会

　三
木
さ
お
り
（
企
画
担
当
）】

「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
」
…
そ
う
呼
ば
れ

る
世
の
中
で
、
様
々
な
こ
と
が
制
限
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
中

で
、
私
た
ち
新
潟
教
区
の
カ
ト
リ
ッ
ク
青

年
は
「
今
」
何
が
で
き
る
の
か
…
。
コ
ロ

ナ
禍
に
突
入
し
た
2
0
2
0
年
の
1
月
以

降
、
こ
の
数
年
間
、
新
潟
教
区
の
青
年
の

繋
が
り
を
、
そ
の
信
仰
の
灯
を
絶
や
さ
な

い
よ
う
に
と
、
色
々
と
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
よ
う
や
く
辿
り
着
い
た
今
回
の
「
青

年
と
雪
の
聖
母
の
集
い
」
で
し
た
。

当
日
は
、
現
地
で
の
直
接
の
交
流
や
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
が
出
来
、「
今
の
時

代
」
だ
か
ら

こ
そ
の
青
年

の
集
い
の
形

が
こ
こ
に
あ

る
と
感
じ
ま

し
た
。

オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
交
流

も
い
い
け
れ

ど
、
や
は

り
、
自
分
は

直
接
仲
間
た

ち
と
語
り
合

え
る
こ
と
が

嬉
し
い
し
、

そ
れ
が
活
力
と
な
っ
て
い
る
の
だ
な
と
、

こ
の
集
い
で
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
集
い
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
青

年
の
皆
様
、
成
井
司
教
様
、
伊
藤
神
父
様
、

伊
能
神
父
様
、
会
場
を
快
く
使
わ
せ
て
く

だ
さ
っ
た
妙
高
教
会
の
皆
様
、
そ
し
て
、

い
つ
も
温
か
く
支
え
て
下
さ
る
全
て
の
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
、
私
た
ち
ら
し
く

活
動
を
続
け
ら
れ
た
ら
…
と
思
い
ま
す
。

【
糸
魚
川
教
会

　片
山
詩
音
（
企
画
担
当
）】

以
下
、
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想

に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
つ
い
に
活
動
が
再
開
で
き
る
の
か
、

と
言
う
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。
共
に
祈

り
、
分
か
ち
合
い
、
お
楽
し
み
も
あ
り
、

久
し
ぶ
り
の
人
や
、
初
め
て
会
う
青
年

と
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
青
年
同
士
で
意
見
交
換
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
活
動
の
カ
タ
チ
を
考
え
る

き
っ
か
け
を
も
ら
え
た
り
、
小
教
区
を
超

え
た
仲
間
の
頑
張
り
を
見
て
、
力
づ
け
ら

れ
る
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。
益
々
、
青
年

の
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。�

【
高
田
教
会

　佐
藤
知
香
】 

長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
直
接
集

ま
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
青
年
活
動
に
風

穴
を
開
け
て
く
れ
た
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。

昨
年
10
月
の
教
区
大
会
を
皮
切
り
に
少

し
ず
つ
新
潟
教
区
に
も
青
年
の
活
動
に
動

き
が
見
え
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
恵
み
だ

と
思
い
ま
す
。� 【
土
崎
教
会

　石
崎
友
也
】 

今
回
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
特
に
夜
の
お
祈
り
で
は
、
成
井

司
教
様
は
じ
め
青
年
達
と
一
緒
に
祈
り
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、
素
晴

ら
し
い
時
間
で
し
た
。

ま
た
い
つ
か
皆
と
交
流
出
来
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

�

【
秋
田
教
会

　藤
本
紗
耶
子
】 

腰
を
痛
め
て
直
接
参
加
で
き
ず
、
残
念

で
し
た
。
た
だ
、
Z
O
O
M
越
し
で
は

あ
っ
て
も
同
年
代
の
方
々
と
言
葉
を
交
わ

す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
今
後

は
よ
り
交
流
を
深
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
の
様
子
や
課
題
な
ど
を
知
り
、
自
分
た

ち
で
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
け
た
ら
な
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

【
糸
魚
川
教
会

　吉
田
岳
史
】 

教
区
大
会
を
機
に
、
青
年
の
皆
さ
ん
と

繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
集
い
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
同
じ
時
を
過
ご

す
こ
と
で
、
新
潟
教
区
の
青
年
や
ベ
ト
ナ

ム
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
が
得
ら

れ
、
と
て
も
充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
集
い
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
ま
た
素
晴
ら
し
い
集
い
を
続
け
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
お
忙
し
い
中
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
成
井
司
教
様
、
伊
能

神
父
様
、
伊
藤
神
父
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。� 【
長
岡
教
会

　吉
原
佳
奈
】

　訃
　報�

パ
ウ
ロ
安
次
嶺
晴
実
神
父
（
東
京
教
区
司
祭
）

1
9
4
9
年
9
月
24
日

　東
京
都
文
京
区
に
生
ま
れ
る
。

1
9
8
7
年
3
月
15
日

　司
祭
叙
階

2
0
2
3
年
2
月
4
日

　帰
天
（
享
年
73
歳
）

新
潟
教
区
が
東
京
教
区
と
姉
妹
関
係
を
結
ぶ
際
、
そ
の
先
駆
け
と
し

て
新
潟
に
派
遣
さ
れ
、
新
潟
教
会
の
助
任
司
祭
と
し
て
1
9
9
0
年

か
ら
2
年
間
宣
教
司
牧
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

安
次
嶺
神
父
様
の
永
遠
の
安
息
を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。


